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ダウンロードURL
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災害支援ネットワークおかやま概要
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2018年7月7日「災害支援ネットワークおかやま（仮）」立ち上げ。

2018年7月9日 災害支援ネットワークおかやま第1回情報共有会議開催。

2018年10月18日「民間支援活動中間報告会」の会場において、規約と評議員・世話人の承

認を受けて、災害支援ネットワークおかやまは常設のネットワークとなりました。

2020年より部会を設置、支援体制の構築に取り組んでいます。



災害支援ネットワークおかやま概要

評議員

❈



（順不同）2021年3月末時点195組織

支援カテゴリ

参画組織種別



社会福祉
法人

NPO

豊かな市民社会の実現により、
まちの中で起きた課題をまち自ら解決していける
持続可能で自然治癒力の高いまちの実現を目指して

大企業

中小
企業

役場

学校

公民館 商店街
商
店

町内会

支えるを、支える。

事務局／岡山NPOセンター



被災者のニーズ・困りごと全体

顕在化されているもの、潜在的なもの

中長期的なもの

町内会自
主防災

社協
による
災害VC

市町村行政
による支援

課題を特性を持ち合って解決する＝協働or総働＝ネットワーク
支える→災害中間支援



NPOの基盤強化

社会参加の促進

企業・学校と
の協働

行政との
協働で仕組
みをつくる

課題解決のお金の流れ
をつくる

多様な主体での
課題解決の
仕組み 地縁組織再

編

地域の課題を明らかにする

当事者を増やす

の活動基本形と３本の柱



自
然
治
癒
力
の
高
い
ま
ち

住民主体の
課題解決支援



地域包括ケアシステム
＝新総合事業におけるしくみ

地域自治づくり
＝課題を中心に据えた地域づくり
・アンケートによる課題設定
・地域計画づくり
・地域体制の再構築
・小さな拠点づくり
・助け合いや居場所
・交通を考える
・空き家
・支事づくり

担い手養成講座や勉強会

●

小規模多機能自治の
基盤づくり

協働の仕組みづくり



支援者間の連携・協働

情報の収集・把握

調査と提言

情報の発信

資源の仲介

全国で
初めて
岡山で
整理



県事業：被災者支援NPO等ネットワーク構築事業

2018 2019 2020 2021 2022

分館仮再開

応急仮設提供

7/11
倉敷市災害ボランティア
センター

SEEDS班設置（支援調整）
おかやまコープ・PBVと協働

発
災

ICT導入支援

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
仮
設
立

第
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情
報
共
有
会
議

7/9

7/76
月県域

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
立
上
げ

協
議
開
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県事業：災害救援専門ボランティア研修会

県事業：被災者支援NPO等ネットワーク強化事業
※県内3市町村で行政・社協・民間組織での交流セミナーを開催

県社協から引継ぎ研修開発。年2回、県南・県北で開催

倉敷市市民活動推進：コミュニティ協議会支援

倉敷市真備支え合いセンター／岡山県くらし復興サポートセンター

本工事 分館使用再開

避難所

VCサテライト、物資拠点、
地域支援拠点に。

被災6地区にSCを配置

その他支援調整

まび復興ボランティア
センター

※支え合いセンター設置後は平時モードに。

情報発信

まびデスク
お互いさまセンター間借り

晴れの国たすけあいプロジェクト（民間ボランティアセンター）

災害支援ネットワークおかやま＠くらしき会議（市町村域の情報共有会議）

まび復興支援ボランティア・NPOシェアオフィス
まびシェア ※PBVと共同運営

災害支援ネットワークおかやま会議（県域情報共有会議）／FBグループ情報共有

※支え合いセンターとの連携支援（特にセルフビルド案件・引っ越しなど）

拠点解消
岡山市から地域支援活動支援

倉敷市一般廃棄物対策課：SDGｓ災害廃棄物処理事業

倉敷市男女共同参画課：地域リーダー養成セミナー

コロナの影響で地域活動が鈍化→オンライン活動が活発に サロン地域活動活発化

JVOAD休眠事業：岡山県内市町村との連携体制と災害時支援スキームの確立事業
・県内市町村での三者連携体制構築
・部会の設置と時系列整理からのシステム・ツール開発
・他地域ネットワークとの連携協定

JPF休眠事業：支援団体の動きと被災地状況をリアルタ
イム共有する仕組みづくりプロジェクト

まちづくり推進協議会・地区社協・真備福祉事業者連絡会・地域のNPO法人など地域の主体者が災害の振り返りと記録誌や
ワークブックの作成、要配慮者のマイタイムラインやヘルプカードの作成などに積極的に取り組んでいる。
地域で同時多発で行われているこの取組は行政（地域包括・保健・市民協働担当課等）社協・国交省・外部支援組織・中間
支援NPOなど多様な支援機関で協力して支援を行っている。

地域の場の復旧に伴い
地域活動が活性化。受援拠点になる。



真備から皆様へ

倉敷市真備支え合いセンターHPに被災から現在までの地域の取り組みの
インタビューが掲載されています。



真備から皆様へ

岡田地区の皆さんが大学や支援者のチカラを借りながら作った被災の体験をまと
めた冊子を作成されています。ダウンロードしていただけますのでご活用くださ
い。


